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新学期もすでに 2カ月日に入った。専門課程の l年生 
(G1)は2 教室に溢れる程の好出席である。教壇正面に
は常連と覚しき学生諸君が必ず並んでおり，講義後の質
問も多い。まずは充実したスタートと言う感じである。
私共の生理学の講義は教養2年の後期に始まるので， 
G1の諸君は顔なじみな訳であるが， 前より引き締った
雰毘気のように思われるのもよい気分である。
実際，教養部での講義というものは，毎毘アキレ果て
た学生共という感じを抱かざるを得なかった。授業が始
まっても， いつまでもザワザワと雑談，私語が止ま7ま
い。講義室に出た予入ったり，しかも出馬をチェックし
繋るや否や先生を横自に見て教壇のわきからゾロゾロ出
て行く。教室の中は楽書きだらけ，窓は;謀だらけ，黒板
の下にはチョークの騒がうず高くつもっているといった
具合である。
このような教養部での経験があるので，講義室の雰囲
気が一寸ばかりよさそうでも安心はできない。よく見る
と，締麗なのは教壇と教室の前の方だけで，床はゴミで
一杯である。とくに我護ならないのは，タバコの吸殻を
足で、床に踏みつけたり，流しの水で消して，そのままに
捨ててあることである。
それで， 2還間前から，一棒この講義室がどの程度に
汚れるのか調べて見ょうと思い立つた。 8持40分からの
講義の訴に一度床掃徐をしてもらっておき， 10時半から
の中休みに詔ったゴミを回収した。毎回ゴミ回収用の大
型ポリ袋に 1/3-1/2{立摺ったが，自治会などのピラ類，
告動販売機の紙コップ:タパコの吸殻などが主である。
更に一変，杭の f物入れjの部分のゴミを回収してもら
ったが，これ辻何と大型ボヲ袋に一杯で，一寸両手で抱
えなければならぬほどの分量あった。この中でも臣立つ
のは，紙コップとタパコの吸殻である。このように， G1 
の学生の中には講義室とゴミ捨て場の区別がまだよくつ
いていない者が少くない。
大学生というのは，一人前の社会人であり他人から言
われなくても，己れのことは立派に律してゆくことが建
前であろう。しかしョ実際の学生の状況は上のようであ
る。考えて見れば，今の学生の多く詰，大学に入るまで
は入試のための勉強が人生のほとんど全てであ!J，社会
人としての基本的な撲が全くなおざりにされているので
はないか。親や身内から世話されるのが当り前で，自分
の身の廻ヲを自分で整理することを知らない。過保護の
冨まりが， 1人前の社会人扱いをされて大学に入ってく
ることが間違っているのではなかろうか。
工つの救いは，学生の多くは意識してこのようにダラ
シナイことをやっているのではなさそうだということで
ある。前述の教養部での講義中，いつまでも雑談を止め
ない学生を議しくチェックしたら，早速後からあやまり
にやってきた。一体に注意すれば素直に従う額向のよう
である。しかし，考えようによっては，これも小中学生
を語手にしているようで，まことにたよりがない。そう
思って，教壇の前にひしめいて盛っている学生諸君の顔
付きを見ると，何となく中学・高校生的雰毘気と言えな
くもない。 
2， 3年誌の教授会で， r学期にあるように治以上
休んだ学生法受験資格なしj ということを徹底してやっ
て戴きたい。そうすれば国家試験の成績向上にも役立つ
でしょう，と発言したことがあった。そのときは大部白
けた空気になってしまい，多くの先生には大学の講義は
意畿のあるものだけにすればよいのだという表慣が強か
ったように感ぜられた。
しかし，われわれの相手にしている学生は，残念なが
ら上述のように，社会的にも人間的にも充分に成熟して
いない幼稚な者も多い現状であることも認識して戴かな
ければならない。まして，学生の多くは将来医師として
ヒトの医療にたずさわる者である。何よ予もまず過保護
から脱却して自分の足許を見つめることのできる人間に
することが肝要のように患われる。それには，職業教育
としての医学部専門課程の授業は厳しく出京をチェック
すること位が最低必要で島!J，講義を通じて学生との人
間的強れ合い3 育成を計ることが現在の医学部教官の任
務の 1つで、はあるまいか。
さて，本誌の編集委員長をお号i受けしてから，ょうや
く1年が過ぎ、た。危倶していた通孔なかなかに重責で
あり，時需もかかることに4悩んでいる。しかし，各編集
委員や事務の方々の協力により，大過なく雑誌の発行が
つづけてこられたことに感謝している次第である。持年
の3号から F研究室紹介」と「ふおーらむ」の 2つを新 
票読に原稿が集っているが，)1しく企画した。前者は幸い
後者はさっぱり反応がなく苦嘉している。何かもう工つ
的をしぼったテーマが必要なのかも矢口れない。何れにし
ても，多方冨の会員の方々に対し， 1号毎に 1つは興味
をもって戴ける記事を載せたいというのが念願である。
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